
4 木 製 品

木型Mrli，土繍 SK820・SK870・SK2101• SK2102，井戸8E2278などから発見した。なか

でも 8K820からは大銑の木製品を検出した。

これらの木型品の多〈は級制しており 原形をEつものは少なも、。製品の形態も多様で，誼

・顕および位過を的確に把置する ζとは問難である。また，地内耳?材の遺物と異なり，材円高括

閉が朗揖におζなわれていることから，材料未成品拠品の酒別もむつかしし、。ここではこ

れら多数の水質追物から， 定の目的で加工を施した木製Ifl'lをえらんで記述することにした。

まr木製品の加工法を概観し 1 ついでSK8201l:土のー活;n物をのべたのち。 8K2101ほかの遣

滑から山土した木製品におよぶζ とにする。

• A 木製品の加工 (PL.75) 

今回検出した木製品の多くはヒノキを材料としており I それ以外に少量の広葉樹材が〈わわ

否。材の加工には各極的工具が恒期されたであろヲ抗 その輔間をはっきりと指摘できるもの

はそう多〈な』、。いまは，材の表而仁比較的明瞭な加工痕跡をとどめる苦干の迫物をえらぴ，

基礎的な加工工程をのへょう。

*切 断 (205.206) 材を木理に直愛して 2分割する加工法である 205は輯を用いた冊

で，丸悼〈直在4.3cm)の両端に，輯ぴきの切断固をとどめ;¥09J断面はτl'滑耐にならず，輯の

進行方向にそって多少の凹凸面を呈する。なお，同曲の材に切りこんだ歯あとをもっ他の問に

よると，献の働相は0.25cmであった。 206は小刀をもちいて切断した倒であって，制桓の四面

から断前iV~'状の訓み目をいれてJ 材を削くしたのち，手で ifr 勺たものである。この種の切断

・剖ば比般的多(，小宮月を加工する場合の 般的な下法である。

鋸小刀に
よる 切断

割 り 裂き (100 . 120 . 144) 材をオ理方向で2分すQには斧・柁などをもちい，剖り裂斧鈍によ

くことが考えられあが， それらの工具を穂別することは同嫌である。 120は丸太を割って般に る割り裂き

したものでI その表面は木理が凹凸する祖面をなしている。おそら〈闘をもちいて斧で消り裂

いたのであろう。なお，四向の穴は捜穴であろう。 144L剖り裂きの痕跡をとどめる好倒で，

・仮坊に加工したもの (PL.72)o108U:不用になった箱蓋から木札をつ〈る冊であり，柁のような

るので割り裂いている。な払割り型きli，板材をつ〈るための謀本的生JJnI訟であり，大は

井戸枠などの大型のものから， 小は倫扇や削り掛けの薄匝まで各曲の造物にみとめられる。

削 平(102.122 加わ 材の表面を調整する工具には，手Pr'~包 ・ 小刀が考えられ否。 手斧・鎧
小刀と削平

柱や舟戸枠材など大型の材には，表面を粗〈整えた手斧の痕跡をみるζとができる。 203は手

-芹で尖らした杭の先端である。鈍と小刀のいずれによ る加工かを区別ヲることは困難である。

Lかし，州物の躍 .，，1疫のように削平面が広い窃命には鈍を用いたことがわかる。 102は幽物

の曜の聞である。削平而の狭い場合には，小刀をm，、ており，木附には普遍的にこの痕跡をみ

ることができる。 122は切り欠き面を小刀で訓堕している。

研 磨 (PL.71-74) 刃物で加工したのち，材の吉田に牌研をほどこしたものがある。 トクサによ
る表面麿研

・ 74はくりものの杓子で，その表而を木拙で熔研している。

III 



ロクロぴき (PL.7←-197.198.199. 201，75-2(0) ログロびきの木製品が若干ある。製品のほ

か，ロクロぴきの木婦もあり，それらのうち200は同心円状のログロ目をよくとどめてい否。

事事錐小刀穿 孔 (PL同 37，71-4，η118. 122， 75-42. llB . 122 . 202) 柄穴のような大きい穴は
による穿孔

聖であける。 118は角材に方形の柚穴をあけた例。普通は錐で穿孔する。 l刷物の底板をとりつ

ける木釘穴など直佳 0.2cm内外の比佐的小さな穴は，四ツ 目錐をも ちいるようである。 122の ・

ように宜慢がO.9cm串度の大きい穴の場合には，査錐や刃先が三位にわかれる鼠刃碓の使Jljが

考えられる。 42の糸巻枠木の穿干Lには， 凪刃錐を位っている。 また小さな穴の場合， 202のよ

うに小刀の刃先で穿孔したり，曲物の綴じ穴のように刃先で切り回をいれる剖6ある。

霊 をもちいそ の他 (PL.75--42' . 122) 柏や切り火きをつく るには罫を匝ヲ。122は切り火きの例で，
た切り欠き

撃で切り虫き小刀で諜而を間監してい答。 42'は小刀で花弁形のえ〈りをいれたものである。 キ

B S K820出土木製品 (I>L.63-73) 

SK820で出土した木製品を用途別にわけ，服飾具 ・罰，[!Jt.工具.t;Jj融具 食膳共・容様

部材 用通不明木器 その他に分けてのベる。それらは，ヒノキ材の白木づ〈りであり，塗り

物などの製品はきわめて少なも、。

服飾具 (PL.63-65) • 
ひおうぎ a 槍商 (1-3) 糸柾ヒノキの務者臣を朋いた白木の檎扇。 3個体分出土。 1の骨は11枚。骨は...可"

いずれも厚さO.lcm弱で，製部分の傾約2.0cm，末部分の幅約3.0cm。骨の長さは 定せず，

中央官 2枚が 32.3crnでもっとも長し 左おの骨は長さを次第に矩〈し， 左端・ 右端ではそ

れぞれ22，6cm， 25.1cmである。広げたときの形はも、わゆ否周Jljになる。中央2校の縁端を

直線にし，左右の縁端はliJ先状仁つ〈る。骨の下端は半円形にそろえ， 下端から約 2.2crn上・

に要の孔をあける。要付近の両倒棋にV字形と弧形の切り込みを主正にむ、れて師る。飾りの切

り込みは左右対称で伝(. ー側縁の切り込みが一個所多」、。要から米に向って拍 16cmの位置

にO.5cm内外の間隔をおいて，縦の切り目2個をいれ否。館り 日である。要の固定方法，11:り

の方法については知るすべがないが1 圃躍の拘線にあわせて広げた状態に配置すると，的55度

に聞きその最大幅は約 19cm とな否。 事

2ιlと同様の製品であるが，やや小揖りである。骨は 7枚聾存。骨の厚さはO.lcm内外，

要部分の幅約1.5cm，末の幅約2.7cm。骨の長さは中央寄りで20.6cm，拙の官で 19cm。扇縁

の形状をとどめるものが4壮あり，そのうち中央寄り の骨3枚が山形， 柑の骨 l枚がj;'J先状で

ある。骨の下端から*'.:.IO，8cm上に約O.7cmの間隔を結いて織到する 21Lの曹を うがつ。端の骨

では，この 2孔聞に0.3cm幅の変色Lていない部分があり 2孔を才、などで回定したζとがう・

かがえる。軒から末に向かう的14.2cmの位置に約仏 5'mの問闘をと 。て切り 目2例を艇にい

1) 絞古の伝1
'
炉檎扇は，!I!寺千手銀音菩隣像の胎

内に納入していた檎扇で，元慶元年(877)の併がが

あZ;.その形状は末を直線に放ち担保とした岡大

の簿板20枚からなる〈丸尾彰三郎他 『日本彫刻

史以礎資料集成平安11伊代 J也像鈴A1筒 1J 1鉛6

年).このような伝世の他却は骨数が 201J(を鎗

JJ2 

すので!聞くと横長になる.それに対して，炎き

を異にする葎叡を周い，骨数が少な〈て聞〈と

縦長になる平援宮倫原と同じ形式のものは伝性

品のなかに見Ulすことはできない.形状では，

綜巻物にみる平行四辺形の凶反lUことえばTf8貨

山縁起L給巻rr口本絵巻物全集Js)に似ている.



、

れ，綴り白とす否。廿の下半の両冊縁には内野する?品、弧状の切り込みをいれるが，一個縁の

切り込みが少し且u、。この粉周は，由る 7枚で担即すると極大幅 12cmに広がる。ただ

のように11位が本来であるとするならば，Xl大幅はが~20cm になるであろヲ。 3 は榊扇の器削

部分のみをのこす。現状では木釘で悶定しと湾臨が円静にひろがる。荷百円現::tJ¥のJ1:さ7cmi)ij

・後，幅1.5cm前後. 1事さ0.5......0.7m m。

b 檎扇形木製品 (4) 4は前記の備期とはm過を典にするとおもわ札否が，形盟が附騎に ひおうぎ
形木製品

類似しているので，いちおう術聞に準じて説明したL、。 4歓町桓目町務匝を檎扇のように連続

して用いるもの。いずれも長さ 21.Ocm，栢1.8cm附世， 厚さO.3cmIJIj佳の薄鹿を租〈削勺て

仕上げ，部分的には製材時の捌り面をとどめる。間躍の下端は直裁にし，下端から上1.5-1.8

・ omの位置に直怪 O.lcm程庄の孔を錐であける。この孔の上部 11.Ocm程度の位悶にも下部と

同形の孔をうがつ。上端は山静に削り， 下拙から上 1.5......2.0cmの間隔をおいて， 間揖に長

さ5.1......8.5cm，酪dO.5cm程度の向司する弧形のえくりをいれる。

譲事担Eの表漢には盛山がある。下部のえくりのある側縁を右向きになるようにして各恒を配列

すると ， 各匝の上部の引しから 20m 上方に品目の r~J が闘にならぷ。 まι 孔の下部におの

・おの意味不明の士字を品聾する。フち一枚にはその?にかさねて 字を哨G.下部の孔の間四

を rOJでかこむ。反対側の而には一枚のほかは品世間ぜなし、。担脅す石 放は，上から「質」

を眉.r吉」 を曹とした~:ーを 4 字. r佼」ヲーを 4恥「因」字を 2~~，合計1 0字を縦轡きにし，

下部町孔町周囲lerOJでかこむ。ょのよフな盟問の状況から判断 すると，下郊の孔を rOJ

印でかこむ桓面が，世枚町時仮を置ねたときの上・下聞となり。 種町親骨的世割を架してい

事るらしb、。それに憎じて各部阪を広げると. r ~J および立味不明の担自治、ー耐に揃う a 以上

のことから，この具が紐で連続し俗図のよフに開閉する共であることが推される。文字は意味

をなさず，粗製で山川に耐えないことからすれば，ー曲の担Jtであろヲか。

c 閉 (5-11) 4耳目材に銀で制L、歯をひきだし， 夜而を平滑に取れ、だも世間であ否。 7点目 <

土しているo，、ずれも酷片であるが，平而形によって，長方形のものA型式日~町，半['1市町

• もの B型式 (9-11)に分けるこ

とができるo

A型式には，さらに府部をま
11 

る〈する 6の(7)と。 向型ら

5 7 V8 。 2開

すもの (5)とがある。 s型式
Fig. 45 mのl町而形 縮尺1/2

町脚

'!i"'1資 料 相 世iJ. ;村m出政。
は闘して梢製品であって，むね

動3 riさ 障さ

5 (10.3) 4.80 1.02cm 3.60 26 
の断面市が柵諜ll!を日してい

^ I 
6 ( 3.5) 0.76 30 る。また切り通GWは，むねの

7 ( 4.0) 5.25 0.90 4α] 27 
上縁に平行して曲輯を呈するも

8 ( 3.0) 4製3 0.94 3.80 30 

9 ( 3.0) 3.43 0.46 2.15 30 
のと，函館形になっているもの

JO ( 3.5) 4.55 0.70 2.90 30 との両者がある。冊の間々のIli• II ( 7.3) 0.9日 " lil:は表示 (Tab.12)するとおり
1M主.cm( ) IH'U((!( 

Tah. 11 怖の法 i止 である D

113 

し



とめばり d 宙め針野木製品 02-25) 一端を尖らした細長い彬状の具。 14点出土。それらは形状か
形木観a

ら.A 顕部を鋲頭状にするもの.B 頭部を細亜状にするもの. c 頭部を線状のままに切

りおとすもの.D 両端とも尖らすものにわけられる。

A型式は 2点あ否。 12は自然木町樹皮を除〈程度の加工で，関部と身のー却をとどめるが，

下半は切断されてい否。身が太いので，あるいは未成品の可能性もある。 13は身部を周平にす$

るが，下端は火失のため不明。 B型式はl点(14)ある。全長の約215を師桓状の願部と L.身部

は断面楠円形の細線につくる。細l!i状の顕部には 3条の期総をめぐらす。刻線の下部には，

商而ともに冠帽をつけ弓状のものを手にする横向き田子の立臨を亜措きし，足下にあた吾朗時

付担に盤で2組をめくらす。 一面には 2総の下に 1-字を描いてい各が読めなも、。 C型式は10

点(15-24)あるが，身の形状によって，身を踊平にす各もの(C，)と丸棒状にするもの (C.)と 場

に区分でき る。 C，型式は 5点ある。 15は身部のー田に摘をとおし，断面を三角形にする5。身

の先端に向けて次却に部(L.先端の平面形は舌状につく答。服部は，後分厚くかっ幅広〈 削

り践している。 16・17も15と向じ作りであるが. 17は頭部を主<0 18. 19は身部を刀身暗に，

その断而を三角形につくる。切先状の身の先端はiiliも、。 C.は5点ある。いずれも材の一端を

碓先状に尖らす。身の績断固形は角形 ・半円形 ・円躍につ〈る。おおむね顕部に特別の加工を参

ほどこさないが， なかには頭部を出納鼠に突出させたもの (24)がある。 D型式は 1点 (25)あ

る。断面円形町細い丸篠で，中央部分を太固に践し， 両端に向けて次第に嗣〈する。なお，両

先端は組〈尖がらさず，木口面をのこす。

以上の木製I'J，は， 一曲の留め針的揖能を果すのであろう。 ζのうちには C，型式のように

冠相や閣をとめる木針と考えられるものもあるが，すべてが皿飾に附するものとはいいきれな 事

も、。個々の法量は表示 (Tab.13)のとおりである。

~J.式 資番料号 I 会長 身幅 身厚身のHJi商形

12 5.50 0.90 0.30 l' 平
A 

約円13 6回 1.2Q 0.80 

B 14 16.92 0.55 0.25 指円

15 19‘40 1.10 0.80 l<r 
16 17.10 0.92 0珂

C， 17 (14.却〉 0.95 0.50 初門

18 (12.70) 0.70 o到3

19 15‘10 1.05 。筑3 三 1'1

20 15.却 1.50 0.70 1ft I~ 。
21 16.明 。到3 0.90 門

白 22 9日3 0.80 0.60 台形

23 i3.却 半円

24 16.曲 。‘75 。日3 角形

D 13.40 0.75 o民3 円 Fig.46 

Jl¥位cm( )は."子自11
Tab. 12 Wiめ針形木鍍，p"の法品 '"~ 

刀形のi夏原

縮尺 1/3

め この伺のmめ針形木製品は!11m;りの可能性が

つよb、.オドリカ γザシといって盆踊りのとき

竹符をヵ γザシに用いる民俗例もある。民俗学

研究所編 『結合日本民俗語録J(1 955年〉第 I )'~

IN 

p. 266.北潟道アイヌの民俗例では.日Iめ針形

木製品 C l\.~式fIj似品に削 り かけをほどこ し家の

神を舵各ための花炭酸をとめている.宮本移太

郎他rn本のJx;AJffl"4 栓川聞l~lt 1 967il'-p. 66. 



、

11 祭記具 (PL.66-26~32) 

a 刀市(26..... 28) 3点ある。 26は鉄型刀子を忠実に擁したもの。全体のおよそ 2/3を刀身 かたながた

とし， nりを茎とする。刀背は茎の下端までまっすくとおす。刃の部分はゆ否やかな弧線を呈

し，闘の身酬がもっとも広L、。刃関は直角にせず，茎端に向けて次第に韮闘を狭〈する。ヒノ

ーキ桓日材。全長14.2cm，最大幅1.8巳m，最大の厚さQ.5cm。

27は26にくらべて粗いつ〈りである。制百材の上半期分を刀身形につ〈る。柄を着韮した状

理を酷したのであろうか。刃の部分は刀背よりやや薄い程度である。身と柄との切暗な区別が

なし柄瑚は両而と刀背方向から切りおとした状曹にとどめる。全長 15.4cm，最大幅LOcm， 

1'1さ O.8......0.2c!Uo28は鍔から先端にかけての部分を先失する木刀の柄。用i!liの部分を長方形

・に削りのこし，把の部分を弓形に する。宵内から出土してい石町i例によると把の接す石信も長

方形に削りのこし，栢の狭い刀身を削りだしてい。 (Fig.16)。ヒノキ軒周材。現存の長さ 13.8

om，幅2.9cm，厚さO.6cm。

b 描帰(2町 長岡臓を検したもので，身の中央部分を平滑にし。両側臨に刃をつける。身 やじりがた
帥->~. ."..<= 

の下辺に逝府lをつけ中央に盟伎と韮をつくる。ヒノキ柾伺材。現存.IH2.0cm，揮さO.4Cffio

• 0 刺熔鼎(30) 部も、木片から削って作り，一端を尖らし他端をまるくすd。捌か錨の身部 りき がた

をあらわした 6のであろコ。ヒノキ仮目材。長d9.9cm.型存の幅1.6cm，J7-さO.3cm。

d 人形(31-32) 2点山土した。 31は務板から左向きの輔劇をきり向いたもので，後国 ひと がた

部をまる〈し，前頭部に切りこみをいれて帽子をあらわす。板円上回には，墨で相子眉 目

耳などを姉〈が，翻以下町部分は現夜欠失。下回には「目指」の11¥轡があり，木簡を転用し

・たものである。ヒノキ紅白材。現存町長さ6.4cm，現存の相2.5cm，厚さO.3cm。

32は柱状の小木片を;11工したコケシ夙町人形。剖聞をいれて蹴部と』副都とを区分し，正而の

膨Iを少し出らせ鵬首都の下'fを制〈するo 前頭部から桂羽子部にかけ越を直って尭ふフの!JJil.Mをあ

らわし，顔聞には日 ・口'H田口を墨描きする。胴部には乎足を表現せず，花田に記号風のご

字を畳で縦書きする。 ヒノキ材。長さ6.3cm，由大幅1.lcm，世大のはさO.9cm。
..~t.. ... 

・ 形代として，人静武時工具などをつ〈り，政い招到などの摂Aに用いる ζとはいうま

でもなb、。 rl!1書式』神祇条でいう祈年 月次の摂に供する「便宜偲刀形 ・総纏刀形 ・布置刀

形」は。木担慌遣の刀形である可能性がつよ¥'0なお31・32と同額のひとがたは， J膝JJ;(宮仁お

" いてすでに存往し，また後代にもつくられ，元財極楽v;の*世地伽、ら出土してい20

iii 工 具 (PL骨 33.....37)

• a 刀子柄(33. 34) 刀身を欠〈刀子の柄である。 Z点出土している。 33は細長の木片を粗 とうすのえ

〈削って加工したものである。柄の中央部分で背の方向に腰を折り 1 柄聞は粗削りのままであ

る。柄元部分の断固は楠円形を呈する。茎孔は火損のため断而形は不明lだが，おそら〈三角形

にな"のであろう。ヒノキ材。長さ 14.5cm，綬大幅1.4cm，故小切1.2cm，原さ1.Qcm，韮

孔の揮さ2.Gcm，韮孔円相 O.3Cffio34は柄先制l分が大倒してし、る。断iitlを楕円形につ〈り，背

3) 梨良県教背語同会 n藤原官 国道 165号線パ

イパスに伴う宮城調査J(宗良県史跡名勝天ぺ

記念物;;1'/1貫徹伶節目冊)! 9G9~下 PL. 16-1，2 

円 5(}-]'2.

4) 元卯中将ヨ長幼 『元911寺極楽vi総合収放局， (第

ー収蔵川1)総般縦併俗J(l96j年)PL. 35-7.s。
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の方向に腰を折るj 韮孔の断面は三角形を呈する。 (33)に〈らへてllll工は丁寧である。柄頭付

近に「凹文」の針脅きがあり ，この刀子の価裕かもしれなし、。広葉樹材で作る。現存の長さ 10.2

cm，嗣 1.3cm.厚さ 1.1cm，韮孔長在0.5cm，韮孔短在0.2Cillo

b 工具柄(35) 現在，刃部をょに失。断面が長方形の角僚で，縦に削れており j 韮孔の様子

がわか否。韮孔は 端の木口から穿ち，断団長方形，韮を焼きいれたためか内而は住げてい 事

否。この木口付近に切込みをめ くらし，柄町中央部分断面はやや丸味をもっ。韮孔の形状およ

ぴ中央部の断面形によって刃部が錐のようなものであることがうかがえ否。柄元の切込みは，

木口に縦割れが生じたので針金や，総などで悶定したためのものであろう。正企院には栴元を

補強した工具がのこっている。ヒノキ材。長さ 17.7cm，f'<怪1.5cm，短毘 L2cm，柄元の茎

孔の長怪0.5cm，短笹0.3cm，毘さ2.5cm。

すみさし c ru刺(36) 組割りの面をのこす小木片を担制として利用したもの。長方形の薄い木片

の一端を!H付部分とし，阿部から削って刃をつけ1 烏口のように刀先から切り目をいれる。刃

先からの切り闘はj 逃のたまりを容易にするためのもの。墨付部分には1 現在も昼艇が付才?

す否。なお，柄部門先端は折損している。現存の長さ9.6cm，相1.Ocm， I芋さO.4cm。

同酢

d 木針(37) 同平な木片を組〈削って仕上げた木針。先制を細〈尖らし， 一間縁は刀身 牟

のようにやや巨りをもたす。頭頂は切りおと しのままで，頭取から1.8cm下方に針孔を穿つ。

針孔は，鋭利仕刃先で一辺約 O.4cm程度の方形にくりねいたもの。 ヒノキ材。長さ 13.2cm，

頭部軒O.9cm，厚さO.4cmo現在!韮針として用いているものと変わらなし、。

iV 紡織具 (PL. 67 犯~45)

いと まき a 糸挫(38~43) 団転させて糸をまく道具である。構造は数本の枠木とそれを閏定する$

横木，積木町心にとおす軸篠からなる。現在，車抗体に該当するものは検出Lていないが，枠木

糸巻A型式と紡木が 6個体分ある。すへてヒノキ材を用いている。 3持者は，A'Bの2型式に大別できる。

A型式は!枠木が 4本からなっており，各々の枠木のよ下2畑所に柏穴をあけて横木を装着す

る。上 Fの横木は各々 2枚の板を十字形に組みあわせ， 中心に軸孔をあけ， 回枝を棒状に削

る。この毛li却の員、逆は，枠木の長さによって，長さ28cm前挫のもの〈ん型式〉と長さ24cm前後事

のもの(A，型式)とにわかれる。 B型式は!枠木6木からなり，各々の枠木町上下 2楢所に切り

欠きをいれて横木を装着する。樹木は 6角形の 枚板で，中心に軸孔をあけ， 6角形の各睦

角に切り火きをいれる。つまり，枠木と横木は相失きの仕ロで結合す吾のである。

A，型式は 2個体分(38.39)ある。 39は2本の枠木と一組みの出木をとどめるo枠木は断固を

半裁栴円形につ〈り 外面は丸味をもたせ内回を平滑にし，背の紘は上下にまっすくとおる。.

上下端では，内而から背に向けて外Eりに削り l 両端の側而形は，刀身形になるo枠木町内而

の上下 2倒所に且刃錐で軌孔をあける。 i本の枠木は 2つの柄穴の間の内面を削りこんで内

問させる。枠木の長さ 29.1cm・28.9cm，最大幅 1.0cll】j 前大の厚さ1.4cm， 2柄JL間の心

心の長さ 14.1cm，柄孔の直程的 O.6cm，揮さ O.6cm。苗木は 2枚の長方形板からつく答。ま

ず，軒町中央に長方醇厳め短辺幅の切り火きをいれ!相火き仕口で 2牧町肢を卜字形に組む。 事

凹叫に向けて叡の側聞を削りこみ，各先端を，丸修状にする。十三r;形町中央には軸陣をとおす

5) ;;'fi宣博物館 『正企院御物ヨ録Jtlil5栴 (1934年)tI136図，
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相

阿孔をあけ否。長さ 10.2・10.6cm，制 2.5cm，凪さ 1.OCl11o各先端の匹佳 O.6cm 1iil桂l 軸

孔直佳約0.6cl11。なお，枠本に横木を着装したときの糸巻町I立邑は約 11cmになる。

38は枠木ピ吋 l本ある。品本的なっくりは38と同じであるが，この剖では柄穴位置をやや厚

〈町己 l ， 両約孔問は内耐から向型合事騰に削る。前孔はし、ずれも刃物先で桂〈え〈る~Iitて勺

傘 まだ鼠刃昨で穿干しし亡おら.r，一端を刀身)形にととのえ ていなL、。未成品である。全品に比 し

て柄孔IUIの貝さが短いのは，39と位m方法がことな~からかもしれなし、。枠木町長さ 27. 8cm ，

a大幅1.Ocm，担大町厚さ1.4cm， 2軌孔聞の.(.. 叫2の長さ8.Ocm。

A.型式は 3個体分科ト42)ある。 40は l本の枠木と一組の繍木をとどめる。枠木は基本的

に39と同じっくりである。内面の幅がやや狭<.中央部分の断固は附円形に近b、。両端は内而

・ から背へ反りをもたせ倒的i躍を刀身形にする。この間では 2軌干山口に内問する削りこみをお

こなわ4誌も、。枠木町長さ23.8cm，紋大幅1.Ocm， l¥1大町厚さ1.5cm， 2抽穴間の心むの長さ 11

om，柚孔直在的 0.8ιm，揮さ 0.8cm。樹木も39と阿じっくりである。横木町長さ8.9・9.2cm，

制2.0'2. lcm，厚さ0.8cl11，先端の直怪0.6-0.7cm，軸孔直佳O.7cl11。横木と枠木を組みあ

わせたときの糸告の出佳はf.:JIOcmo

・ 41は枠木 2本をとどめ，対応する槌木はなL、。この枠木は他とみ込なり，両端を尖らさず，柏

孔位位の内面だけを平坦而としι そのほかは断面円形町丸俸状に削る。なお，柄孔のー孔には

曲木町端部が聾存してb、た。枠木町長さ 24cm，駐大幅1.lcm，品大町厚主1.5cm， 2柚孔聞

の心心の長さ 12.5cm，柚孔の直佳的。7αn 探さO.9cm。

42は3本町枠木に上下 2組の描木を装着した状臨でIU土 Lた。枠木町基本的っくりは上述の 婆紡怪に

富む糸巻
傘 踏倒と員、わらないが，製飾性に富む阻品。己主帥は枠木の内出にほどこす。すなわち 3本とも

上ド柚子L間1町内面から側面形.>1E弁形になるくりかたをいれ，内面と両側面が接する位向を面

取りする。柏孔上下の内聞には不蝋いの加工をほどこす。 l本には，柏孔から両端に向けて，

柚孔問の花弁形〈りかたと対応しておのおの 2r~の弧形くりかたをいれ!先端をそぎおとして

側副形を刀身Mにする。他の 2本は納孔から阿端に移行ずる部分告内fI百から斜めにそぎ!次第

・に幅を褐くする。枠木の長さ23.7-24CI11，世止制1.2cm，最大の厚さ1.8cm， 2柚孔聞の心心

の良さ7.5cm，刷孔の直径O.8cm， t訴さ的1.lcmo繍木は 2組とも39と基本的にかわらなb、。

全長10.3-10. 6cm，術 L8cm，厚さ0.8cm，先端の直在的 0.7cm，軸ぽL直佳O.8cm。枠木と

横木を謝lみあわせたときの糸世の直桂は的11.7cl110 

U型式は 1個体分ある(43)0現在 2本の作木とー欽の積木があるロ枠木はやや踊平な材を 糸巻B型式

・用い，外国に丸味をもたせて削り，背町線は上下にまっすぐとおる。内而からa 横木をかみあ

わせるlUi形の〈りかたを上下にいれる。 2似の〈りかた間は内問する弧形のえ〈りをいれ，

上下のくりかたから河端にかけて内岡から J-~ 'JJ向に向けて外E りに剛り j 側面形は刀kt惨を

呈する。内rmは平坦聞にならず同叫面から日1取りして!中央に胡をとおす。枠木の長さ 16.()・

16.2cm，相 O.(}cm，最大の厚さ1.4印】。横木は正 6角形の小車。各岨白から中心に向かう〈

. りかたをいれ，中心部分に軸穴を穿つ。征U匝材。晶大佳5.0cm，一辺町長さ乙 Ocm，i1ij桂，

厚さO.4cm， (りかたの胴 O.4cm，深さO.5Clll，軸穴直径O.4cm。粋木と横木を組みあわせた

ときの糸世の直荏は的 6cm。

今回倹出した糸巻が，長さ白 8cm-29.!Cm，自在 l1cmljij桂の大型のもの (A型式〉と長さ
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わ

16.6cm，直笹的 6cmの小型のもの(n型式〉にわかれ，それぞれ構造を呉にすることはすでに

のへたとおりである。ただ， 両者とも に軸僚などの付属品をのこ していないので， 悼用法に

ついてはあきらかに しがたし、。つまり j 描木の劇l孔に軸品をとう Lこの軸悼を片手で回転す否
わ，6)

〈 いわゆ吾盟として位附するもの治、 それとも軸鰍を臨三の軸受台に接合して回転さすものかやl

然としないのである。ただ. B型式の糸暑に/Ji叫するものは民俗剖にある。繭から生糸をとる・

，<，" (り おったて がら」なEとよばれる民共は，軸隊を軸受台に接合しそれにハンドルを
の

つけて回転させているロ

b 紡錘率〈“ 45) 円板の中心に糸巻隊をとおす紡錘事。 2点出土o44は柾Uの板材から

つ 〈る小円桓で71中央に円孔を穿つ。直笹 6.0cm前後i 厚さ0.6cm，円孔の直在0，8αn. 重さ

〔合水状態)17.60go45も征日旺材からつくる小円担。中央の円孔には，糸世悼の上半はよた失し事
6) 

先端は紡錘ljiの下而に手llllí状に突出 している。直径6.0cm前桂， 厚さ 0.8cm間接， 現存の糸~

棒町長さ的 3cm，直佳1.0-0. 6cmo 111 i!! (合水状態)21.15go

V 食防具 (PL曲回 71)

さ じ a 匙形木製品 (46-56，Tab.13) 薄い細甑から身と嗣を削りだした小型の木器。 11点出土。

匙形木製品とは恒りの命名で，身の上国が畳血状にならず平坦であることから!国 ・誕のよ フ 事

" な機能も考えられ否品であ否。

匙醇木製品は身の形態からA'B・Cの3型式に分けることができる。すなわち.A型式は

身の先縁を直線にするもの B型式は身の先躍を半円IDにするもの， C型式は身の先縁を剣先

1却とするものであ否。

A型式は， 制恒町一端を身とし， 間部から次却に酬を狭〈して柄をつく~もので，仕上げは a

粗い。 6点(46-51)出土。身の先揺は片刃の盤先状にっくり， なかには切断が不 十分で削りの

こすものがある。身の両側縁はと 〈に整形せず，側削に制り面をのこすものが多し、。身の両面

はともに平坦で署長甚の別がなし、。柄は制雌の両側を削りこんで綜を説くする程度で，断面は長

方形。すべてヒノキ材で，板目材のものが l点あるほかは佐白亜をもちいる。この祖の匙形木

製品には，身部に位刻時の顕著な磨滅痕跡がなく，また身の先縁に刃物で切り開をいれたのち事

手で折って切断した形跡をとどめるものがあり，一時的な世間に供されたものであろう。

B型式はヒノキ軒目材の制緩からつ〈るが.A型式より 6精製品である。 2).'.¥(52 . 53)出土

しており ， 両者はほぼ同形岡大である。身には車亜の~IIがある。表面は平滑に l . l!!iliiはわず

かに甲高j 先棺を薄 くす否。 先縁は'1'戸円1M.身の倒1総から田部に移i5折山内は桜fr.jをなし按形

の閉部につ〈答。顕部は次第に幅を訣めて柄に修行!柄は面取り し断聞は附円形に近(.柄頭・

は切りおとす。身の先輯には磨滅痕跡がある。

6) 太岡英雄 「紡織J¥と罰府総布J<1日本の考省

学J¥t .IIf史時代〈上) 1961{J':) pp.3410 

7) 宮本常ー他『日本の民九』第2巻 127 . 128 

129. 

8) 太凶英蔵の教示によると，本例は「紡錘の単む

下」が異常に短小であって，絵巻物や民俗例に

みられるテアリツムタ γ ロギ周というよりも，

!l8 

むしろ紬糸周の吋能性があるという.訪山弘基

大野;JJr沖縄の伝統織物J(総同省l的 1911

年 p.39o

9) 和歌山県侭来寺の泥鋭や広島県明王院の益的

工具はここでL、う匙形木僻とよ〈似た形状を示

しτいo(中村雄三 『閣総日本木工具史』昭和

42年).



C型式も， ヒノキ車目材の細板からつくる。 3点臼ト56)山土。身は眉平に削り先韓を醐葉

形に尖らす。身と柄の撞は明暗でなく ， 園都の幅を次臨に狭めて柄とす答。柄は凪平である

が，両端に犯い而取りをおこない丸味をもたせる。柄顕は切りおとしの状態にとどまり，大き

さは一定せず，大型のもの54はつぎ6このベる杓子形木製品B型式にひとしむ、。身内先輯にはわ

.ずかに腔減由跡がある。

b 杓子市木器(57-73，τab.I4) 凪平な仮材からつ〈り多〈はヒノキの亜日材を月J~ 、る。 b 、 しゃく し

ずれも波高の別なし損して大型である。 17ぷl出土。それらは拾の形状によって A型式身の

緑を直線にするものと B型式 身の先蒔を寺門市にする 6のとに分間できる。さらに.A型

式は企長20cm川怯の小型 (A，型式)と企長30---7Qcm町大型 (A.型式〉に分つζとができ る0

・ A，型式は! 制匹材の一端を厄紘に切り おとして身の先総と し，同制にやや丸妹をもたず。

4i立(57...... 印〉山 h 身の両個綜から顕郊に移る折幽点は般向をなし! 制部を措形に削って柄に

移行。柄は町四而から削るにとどまり，側最を面取りしたり部(1'1;ことはなb、。身の周絃に

は若干直滅症跡がみとめられる。

A . 型式は， 越本的に A. 型式と変わらないが， 形北が大きく羽子匝状につくる。 5 点 (61~

・65)出土。転用材の加工が目立ち， 箱板を用いて側緑に釘孔をとどめるもの〈臼〉材から板を

割裂いたときの割り摘をとどめるもの(61). 盤由のある桓材を転用したもの(62)がある。

B型式は，身の先躍を半円買;lこっくり， いわゆる飯じゃもじにもっとも近い形題。 81.J.(届

-73)出土。身は中央部分を厚<.周縁を少し部〈する。'"と嗣の担は問瞭で伝<. 両個而か

ら内問先味に削って柄に砂行する。柄はおおむね凪平であるが， rjr央をやや以<.個躍を薄〈

・し，断面形が柳草野につくるものがある。柄原付近に門孔をとどめるものがあり(71)，転用材

である可能性もあるが，多くには転用材の痕跡はみられなむ、。先制には庖滅痕跡が崩事で，位

向朗庄の向いことを赤す。

C 制りもの杓子(PL，71-74)現在，身の過半をとどめるに すぎず1 制は折tQしてなb、。身の

平而JfTli長m円形を.Q:l" その韮端に柄の付似がわずかにのこる。この間は 般の刊杓子とこ

1\~)\: IlI'r1i I企長身長身似身砂川例厚

2、

B 

C 

46 22.2 4.0 1.9 0.3 0.7 0.5 

41 11.6 3.2 2.1 U.2 0.9 U.2 

48 (6.9) 1.9 1. 7 0.4 0.4 0.4 

49 (5.7) 2.3 1.4 0.4 Q.7 0‘5 

50 (ι3) 2.3 1.4 0.2 0.6 0.3 

51 13.9 4.5 1.4 0‘3 0.8 0.3 

52 15.7 4.7 3.6 0.3 0‘8 0.5 

53 15.7 4‘7 2.6 0.5 0.95 0.5 

54 31.5 13.0 3.8 0.6 2.0 0.7 

55 22.8 7.7 2咽 3 0.6 0.95 0.6 

56 14.4 5.6 2.1 0.2 1.3 0.3 

単位.cm ( )は銭存催i

Tab. 13 W塩形木製品の法盆

単位cm ( )は残存';1

Tab. 14 杓子形木製品の法公

型式 自需サ 全1ミ M 乏身刺身"柄恥iMl!;: 

" 22.4 -- 0.6 (1.3) 0.5 

58 2<3.5 3.6 (3.2) 0.4 1.9 0.5 
A. 

59 2<3.5 5.0 3.5 0.8 2‘o 1.0 

曲 18.3 6.0 3.8 0.3 1.9 0.25 

61 回 .2 31.714.9 1.2 5.2 1.0 

62 開 .7 27.0 8.3 0.7 5.1 0.8 

A， 63 (45.1) 20.1 9.1 1.2 4.4 1.4 .. 36.2 16.8 15.6 0.6 5.8 0.5 

65 33.8 19‘5 7.0 0.8 4.5 1.4 

同 〔倒的 15.0 4.2 0.6 2.4 0.65 

67 (33.0) 10.5 5.2 0‘5 2.4 0.7 .. 26.3 10.4 6.4 0.4 3.9 0.6 

69 (27.5) (6.3) 7.3 1.0 2.6 0.9 
B 

26.9 10.0 (3.6) 0.5 2.[ 0.4 70 

71 23.4 10.5 4.250.6 2.2 0.7 

72 (19.7) 6‘5 5.6 1.0 2.6 0.9 

" (13.5) 5.8 3.3 0.35 - 0.7 
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となり，柄に島行する罰部付近を徐杭に尚〈するほかは!身の中央部分を厚〈し周韓に向って

次第に時〈し，外睦の創刊な曲先のようにつくる。製作は丁寧で!全体に滑らかであることか

ら，削り によるJiM桂 トクサのような もので問研した。よヲ である o広諜附材。身の長さ 18.5 

cm，盟国相12.8cm，最大の厚さ1.11.:m。

は し d 宮(75) ヒノキ材の木片を小割りにしたのち，棒状に整形したもの。剥lい丸僚に削るの事

であるが，削りはきわめて粗雑で本と末の区別はなし、。出土闘は多いが，いま完形のもの 302

本をえらぴ計醐値を出してみた。いずれも直僅はQ.5cm内外で，最大の良さ 24cmから最小の

長さ 14cmまでのばらつきがある。そのうち長さ 17.......22cm町署が全体の80%を占める。なかで

も，20.......21cmの長さのものが最も多〈これが樫摘的な長さだったことがわかる。住用の眠跡は

明瞭でなく， 製作の祖雑さを考慮する と，ー引与に!t用し，まとめて匝棄されたζ とが般される。単

Vi 容 椴 (PL.69. 70) 

必 た a 蓋形木t，i(76-81) 間切方形も Lくは円

形の木援で，その形状からー種の韮もし〈は台

としての周過がかんがえられる。 6点出土。

(76・77)は厚手町ブIjJ陸軍材の四闘を切りおとし

たもの。両面は鈍で蛙形し 2方の木口は関取

りす否。 ぃrれもヒノキ板目材。 76は長さ 18.2 

cm，幅 14.5cm，厚さ的 L6cmo 77は長さ 19

5cm，幅1弘 Ocm，1'1さ約1.0cmo ;8・"は厚手

町門野町木監である。 78は周縁eこ法をつ吋，中

央に方孔を穿つ。ヒノキ紅白材。直怪15.0cm，

厚さO.9cm，方孔の一辺約0.3cm。円較中央に

穿孔する鉛はl 他地区からも出土しており出

εb・
・台の用途のほか，容器の庇にはめこんで阪と

'" してmいた可能性もある。"も78と同じ作りの

器であるが，多少納円形につ〈り，中央の占孔

はなし、。ヒノキ旋回材。直桂 14.3"""'13. 5cm， 

rtさ0.8cm。田 81はさきの 2剖に比して陣手

町円形木蛭。 一且曲物容器の底板にみえるが，

いずれも周棺に法をつけた り周縁を碍 〈し，木

釘孔m跡がなL、。田はヒノキ在日材， 由佳20.5

cm，厚さ0.5cm，81はヒノキ軒目材， l!佳17，

4cm，厚さ 0.7cmo

まげもの b 幽物噌器(82-107) 薄板を幽げて側置と

L，円板静の庇艇ないしは葺恋に木釘ないしは

10)茨獄附印刷』付近には，稲の底に孔をあけに

〆ヲクオヶとよぶもので赤飯などを涼すという

『総合日本民俗a:t:!iUm 2巻(前剣)p.卯 1.
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割式

A 

B 

c 

型式

A 

B 

c 

D 

干時号 直 怪 厚さ 木釘数

82 19.0 0.5 5 (6)個

83 18.5 1.3 6 

84 18.0 0.5 3 [5) 

85 [19.0) 0.4 

B6 17.3 0.7 7 (8) 

87 17.2 0.4 1 (? J 
88 17.2 0.6 

89 17‘2 0.7 5 

9() 17.0 0.7 5 

91 17.0 0.6 I (?) 

92 16.9 0.6 [ワ]

93 16.8 0.5 4 

94 16.7 0.' 4 (5) 

95 16.6 0.5 I【?J 
96 16.6 0.7 5 

97 [14.2) 0.3 1 [?J 

田 [Jι0) 0.6 1 (?J 

四 [13.5) 0.3 2 (?) 

】【調。 12.1 0.5 4 (5) 

"笹原さ単位 C晴〔 】は使館位

Tab. 15 曲物谷俗語底肢の法量

約|外径 内11: r~ さ 綴火数

101 I (42.2) (40.0) (0ι) 2(8)個

l凹 i山)(26.6) 0.75 5 

103 [21.6) (20ι] 0.7 3(6) 

I()! (21.5) (20ι] 0.' 3(6) 

105 20‘s 18.6 0.6 3(4) 

106 19.7 18.9 0.55 5 

107 18.7 17.2 0.5 4 

外径'"さ単位 <m【 ]は佐原位

Tab. 16 刷物容器車販の法枇

• 

調匙

1・

同俳

• 



陣皮で固定した円形の谷熔。今回の調査では完形品は少なし多〈は底 ・蓋 ・醐敏に分解して

いる。いずれもヒ ノキ材。

ほ板はE川にっ くり，紅白の較材を用いa。両面を絡で蛙え，周輯を鋭利な刃物で正門形に まげもの
底桓

削る。閥躍の整11Mニ際して，側面を垂直に削るものとb、〈ぷん法をつけるものとがある。周縁

・の倒面には醐恒を固定した木釘孔があり，木釘をとどめる倒もあ否。釘孔の置は 定せず!も

っとも多いもので 7手以後胤では8孔になる). もっ とも少ないものでは nしであ否。釘孔の間隔

は一定せず，むLろ制<!(の固定を弱くする木口町木理方向をさけて穿孔している。

底源の直径から.A・II・Cの3型式に区分できる。すなわち.A型式はI也佳18.0-19. Ocm， 

B型式は直僅16.6~ 1 7. 3cm， C型式は直桂12.0-14. 2cmでめる。このうち!1I'A'B型式は後

. i!sする議直のなかに対応するものを見出すことができ，謎つきの容械であるといえよう。 C型

式に対応する蓋板はなし蓋を必亘fとしない援で杓子などの棒になる可能性がつよL、。
.u，，，"，， 

蓋恒は亜日の板材を胤い省。両面は飽で蛙え，木炎を上而とし悶睦を制利刃物で正円形』こ まげもの
董 飯

町jる。なかには.1二而をやや中間にし， 周縁を蒔く 1るものがある。謎担の下回母拙から1cm 

ほど中央よりの円周上に側匝をおき，帽艇と蓋誼とをとじあわせる。側鹿町位置は，革担下面

・周躍にのこる個板の押圧甚と a それに添っての乙るとじ孔によってわか答。とじ孔は2fLをー

対とし。 円周上に4-6対を配するが，その間隔は一定しなu、。ただ，木理方向に 対穿孔す

6場合は，つねに木理に斜究する。下而のとじ孔に添って針描きの円弧がみとめられることか

ら，あらかじめコソパスt 醐甚位置を決めたことがわかる。 106は蓋のほ日完形に近い例で

ある。醐肢は輔1.5cm，I!j.さQ.4crnの薄も、妊目板でl 身の側板にみるよフな木理3こ直主す6剖

・線をその内日1にいれなし、。叫担の珂端をEねて伸皮でとじあわせるが，とじあわせは町柑部分

の2個所でおこなう。すなわち，個板の末端が内側にみえる制所では縦に 2干しをあけ樺庄をと

おLてとじ，末端が外倒にみえる個所では外個の末端を幅約Q.3cmせばめ艇に 2孔をあけ様庄

をとおしてとじる。韮桓と111&，".韮庇の川縁にあけた 5対の柑孔とそれに対応する側担の 5

孔とを伸広をとおして聞定す否。

・ 蓋板は陛艦にくらべてすくないが， 内任(とじ孔位置での自由)によってA ・U・c.1)の 4

型式に区分できる。 A型式は内径40cm，B型式は内桂26.Gcm， C型式は内在20.6.......20.8cm，

D型式は内陸 17.2.......18.9cmの盈植でわける。藍放のなかには庇置と対応するものがある。す

なわち，董j!iC・D型式は底桓のA'B型式に対応するロ蓋匝Bに見合う底桓は今回発見しな

かったが，宮内の他の遺構から直荏 23cm"t而挫の底剥が少なからず尭見されている。ただ蓋E

・ A型式に見合う底板が現在まで尭見されていなし、。

絢物の底I/i，董亜の個々の法畳は表示したとおりである (Tab.16.17)。

醐敏は断片となって聾存する。それらのヲち，身と蓋とに識別できるものをとりあげたb、。 玄げもの

倒額
身の側鹿はさきにのへたことがあるように!まづ幅広の樽恒 (~l仮.)の両端をとじ円筒形を

つくる。この門間に庇板をはめ!底桓に症すω部分に酬の棋い静寂(側仮b)をタガ状にまわし

・その上から木釘を打込んで底車と倒板を固定する。身側<!(，としては高さ 8.4cmと6.9cmの

2睡績を施認している。それらは厚d0.2.......0. 4cmの笹日の薄阪で，円両には木理に直吏ない

しは斜史1-'; 割目 (O . 2~O.4cm の間隔〕があり，一部には町制をとじあわせる組九底桓を回定

した木釘穴がのこる。身側仮bとしては，輔 3.1cmと2.5cmの2岨却を確認している。とも
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に厚さ0.2--0.5cmのfi自材の簿仮で，木釘孔の有無は不明lであるが輯孔は線分的にのζ 答。

1倒として直笹 18cm前桂に祖原できるものがある。蓋の側匝としては， 106以外にl剖確認

しているにすぎなむ、。嗣3.5cm・厚さ0.4cmの紅田部置である。

以上のように曲物唱器の直桂には，一定の凱絡を且出せる。また，多くの曲物容器の直毘が

20cm内外におさま 6ことは，底仮に用いる征目絞の木取り限界にもとづ〈のであろう。.
e“j し

お し き C 折 !肱肱(10曲8-113め〉 府3平ドな伝駈に甫い側恒をとじつけた折肱。 いずれも断片で完1醇醇払s品弘は
n) 

なb、。しかし，さきに報告した 6ABO[[ SE311の出土咽によって企形がわか否。

おし きの 匠桓(108)は二次的に切断されてい否。直線の木口面にわずかに法をつけており，もとの仕
底 複

口をとどめている。 このことから，元来は方形の車であったことがうかがわれる。旧木口から

内寄りの位世に科行する2孔をあける。またこの位置には，旧木口面に平行する帯状の抑圧臨・

跡があり，叫塩町位置を示している。現存の長さ 6.7cm，厚さ 0.8cm， 倒匝押圧痕跡の幅 0.5

，m。なお，同一個体の磁Jt"とおもわれる109には，旧木口面 から内より のところに 4値の角孔

を刃先で穿つが1 これは 2次的な加工である。

110は附円形の仮である。現在2片のζ るが，亜日材からつく否同一個体の磁片である。岡

障を柿円躍にかたどり，緑端には内面から怯をつ付る。 2片には，それぞ札価板をとりつける・

とじ孔を一対あけj とじ孔には陣皮をとどめる。現存の長さ 13cmと10cm，現存の相3.8cmと

2.7cm， JCl:さ0.8cm。後述するように確自にこの種の庇甑にともなう側革を検出し亡し、ない現

状から，比較的冊仮の低い折監必うの器であ吾か，側恒のj\"fJ~、相状の器でああかただちに断定

することはできない。 宮内の他の遺構から検出した向調の庇仮には，冊臣位置に断面がV状の

講をめく ら しているものがあ り，同じ町りのものが藤~i古跡でも出土してい るこ とから ， 側車掌

位置にV状の描をつけるものが静式的には古いことが推定できる》。

お しきの 折般の倒匝と考えられるものには，高さ約 5'ID以上の向いものと，商さ 3cmJ.;J.下の低いも
側 続

のとがある。いFれも 108のよフな方陪ないしは長方Aiの庇恒にとりつけ各ものである。

111は側甑のir-iî~、ほうの例である。現在，本理方向で 3 )十に訓れ，それぞれは互に接着しない

が，木君里町状配などからして同 品とみられる。薄匝の両端内側に折り山げるための剖目を輯参

・斜の方向にいれ，ほぽ側匝ー辺の長さをとどめている。ヒノキ塩目材。現存の長さ51.5Cffi， 

物さを し 幅 "m以上j 厚さ0.5cm前桂。この遺物は二次的に物量しとして転用され， 面には文字を，

他面には日盛りを墨書す答。目盛りは，木型に直交する太さO.lcmi1ii桂町且野である。罫と出

との問閣はおよそ4.4cmで，の乙 りのよい匝片では10区画をとどめる。一目盛りの長さを厳瞥

に削ると， 4. 65--4. 3cmまでのばらつきがあり寸 5分目盛 りのようである。この哩の帥叡唱

としては，伝E目の薄板からつくる高さ 5.4CITI，厚さ0.5cm前桂の個臣がある。 112・113は側板

町低いほうの闘である。いずれも日さ 3cm前桂j 厚さ0.5cm内外の帯睡である。 2嗣とも 2

11) r平総省総告rvJ p. 35，円 51

12)その初現的なるのは，静闘，.回方./ls:ili山町山

木釘弥生時代遺跡から幽土している〈後藤守ー

『伊豆山本遺跡(弥生時代木製品の研究 』

築地窃館 1962ゴf.pp曲，).木下忠は，これを

弥生時代の山げ物どけの底抜とするが;聖堂もし

くは折愈ふうの穆であろう.小体行ilEfi，弥生
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時代の州げ物存位脱に反対してい否 (r統古代

の技術』府選密44 焔stu1 1964年 pp.31)0

古境時代の極製盆や石製血には，惰円形幽晴の

存在を予測さぜるものがあ..藤原宮跡例 m
<>59隠m)も， 側阪を失っており，折数ふうの

様であるか，柄状の燃であ6かいずれと ι決め

がたル、.r藤原宮Jp.67， PL.I6-27， PL.51 



次的な同断をうけv 短IIU隔を呈する。 112は側肢の河端を重ねる部分の破片である。耳ねあわ

せ部分は端部に向けて禅〈削り，端部部分の2桐所を樺皮でとじあわす。 一方の側副と一回と

の被線に由b、V字申のえぐりをいれ，その中央に底肢にとりつけるための孔をあける。乙町四

も2次的に木簡に転用され，ー面に「西宮宛揖ロJの習書がある。 113O loj樺の聞であるが r西宮宛抱
口!

・この間では南桓の中央に鍬で直桂 O.3cm内外の Hlを縦に配寸る。 3干Lは側板の而蛸を重ね

あわすための桓孔であろう。拍手しから少しはなれた一冊面からV宇形町枝いえぐり をいれ，そ

の中央に穿孔する。庇匝をとりつけるための綴孔である。

d 箱C1l4'115) 完静品はなb叫、，小簡の葺もしく は底匝と考えら札る破片がある。 は こ

114は桓闘の長方帯桜材。全面を削って盤形1" 4隅に釘孔をあける。木口に接する2個の

事釘孔にはt，お木iiTをとどめる。これに対応する 2個の釘孔は他端木11から少し内よりに位置す

る。 ζれらの釘孔はいずれも冊匝を固定するものであろ うが，この状況では側板を方躍にめぐ

らすことはできないので，少なくとも木口聞が2次的に切断されている可能性がつよも、なお，

この桓の上面には，木口に平行して 2本の血描き線をいれている。長さ 17.lcm，幅8.2cm，

厚さQ.7cm，木釘の在的 Q.3cm，2迫描き組のfm間14.5cmo115は舵聞の絞片 Cある。 一端の

掌 木ロ而と一冊面は欠卸している。曲の手の揖にそって木釘孔がある。木釘孔の状況からすると

重宝度の補修をうけてい否。いずれも側駐を問定するための孔であろう。現存の長さ7.2cm，品

存の相6.6cffio

巳 鍍(116) 恒日の広聾削材からつくる挫き物の円形盤。時蝕が進行L脳波する部分も多 ば ん

いが1 両国とも ログ ロぴきである。艇は鼠の内問からわずか外聞きにつくり，内問中央に低い

・門簡をつくる。乙の円闘の直在は盤町半起にひとしも、。庇町外聞には輯にそって低い両台をつ

〈るロ腕などの承盤である。直在比 '0立n，両さ 1.6cm。

f 漆 置(1I7) 離木取りの漆瞳の蓋，広!i!;樹材。撞き物の木心に麻布を貼り，その上に

議曜をかける。器の下町は平滑にす石が， 上而は幾分中尚に仕上げ否。現在企体の約 1/5をと

どめる。元米は宝珠形のつまみがつくかもしれなも、。祖原直在約8.8cm，厚さO.3"""'0. 4cm。

• t百部 材(l'L.72) 

木製品のなかには， 部材としては完結していながら!それによって棉成され各本来の器を推

測しえないものが数多く存在しても、否。こ ζでは!それらの部材を醇官lj'fJに区分する。

う，.しの
ふた

a 柚穴のある角材(118-120)

なもの 3冊をあげよう。

角材町一端あるいは両端に柏穴をあける材。期限lの代表的 ほぞあな

角材

• 1181ま角材の企而を丁寧に削り， 一万円側而中央から一端木口にかけて浅自に削って相を臨

くす品。両端木口から内によった位置で表謀に):(過する方形の刷穴 2 個を~で穿つ。長さ38.7

cm，最大幅4.7cm，j!jさ1.9cm，柏山怪2.6clO巾桂，2納氏問の心心の長さ26.7cffio119は踊

平な向材町一端に貫通する長方形の納穴をあ吋ている。 一端は折損のため不明である。現存町

長さ 19.7cm，幅3.2cm，厚d1. Qcm。嗣穴の長僅 L3cm，盟佳 1.1Clllo120は扇平な角材でー

$拙は醜失してい石。腐蝕がかなり進行してはし、るが，本来は主血が丁寧に削られていたことが

わかる。刷穴を残存する一端に方形にあけている。 現存の長d 25.2Cm，軒 6.1cm，ff1.さ2.4

Offi，柏穴珪3.4cm。
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き切かき b 切り火きのある部材(121-124) 材の一方の商に躍りあご風円切りょにきをいれるもの。
郎材

l雲

師

121は現韮一端を折掛す;;厚手の駈材。材の一方の而に切り欠ぎをし、れ! その小央に長方形

の柄、をあける。いずれも盤による加工。担D~長15cm 前後，相 6.3cm ， 厚さ 3. 0cm，切り火

きの幅9.5cm前後b 深さ1.5cm，柏穴長辺5.0cm，短辺3.8clllo1221ま断面が台形の角材。全

国を丁場に向!って整形l，両端本口の回稜にも面取りをおこなう。角材のー而に皇で切り火き・

をいれ，切り火き国の両端にそれぞれ l個の門孔を穿つ。 門孔は錐で表高に貫通させ否が 2

孔は直線に揃わず左右に少しずれる。現状では第2の材を切りかLきにかみあわせたり，門孔に

挿入した副跡を見出すことはできなも、。長さ 19.1cm，幅 4.1-4. 5cm， JfJ. d 2. 8~3. Ocm，切

り欠きの相日 lcm，揮さ1.4......1. 2cm，門孔の直佳 0.9Crn，2孔聞の心むの長d8. 5cmo 123 

は裏面に切りょにきをいれl 安面を舟庇凪に削り，両端木余り部分に茨而から木多Iを打込んで車$

3の材に接合する部材。すなわち，両端木口に向けて器耐と両側の三方から削って表面を舟庇

風に左とのえる。 英国には長手円切り欠きをいれ，両端の木余り部分の淡町を平坦にするロ切

り火きの内面には，現活木理に直史する3本の釘拙き剖融をとどめる。 5毎回の両端から維で穿

孔し， ー孔には木釘をのこす。なお，現状では埋世時の土庄でかなり置静している。長さ 17.0

cm，最大幅 2.8cm，最大の厚さ1.2cm。回り火きの個 12.6clll，揮さ O.3-0. 8cm。釘孔のむ $

心の長さ 14.1cm。

124は断面半円形の陣状材。表而を丸〈仕上げ， 裏面はおおむね平迎。同端木口に接して甚

面から盟い切り欠きを入札る。 一端は折倒し切り欠きの一部分しかとどめないが，他端には完

全に切り火きをとどめるロ型存の長さ25.6cm，幅2.0cm，厚さ1.5cmo切り火きの幅2.1cm，

深さ0.2cm，切り欠き問の心心の長さ的23clllo124に組み合うらしb、部材として125• 126があ*

る。 この 2J.'.(は同形 同巧のっくりで征目の小匝片を主脚形に加工したもの， 上半と下半に

わか札る。 上半分は摺2の材へのとりつけ部分で，上端を山形にそぎ両側をまっす〈とおす。

下半分は而側からえくり をいれ勾形の主脚状につくる。長さ5.9cm，最大相 2.1cm，厚さ 0.8

cm。この上半分の幅と(124)の切り火きの制がよ〈合致するのである。

127は長プ3躍の板材。こ南を割んだもので，上述の切り火きとはことな否。板材のー聞の上下 e

2個所に，木理を横断するV字形の柑をきりこんだものである。長さ 18.Ocm，幅 2.9cm，厚

さ0.5cm。制り描の幅1.Ocm Ijij後，切り主き聞の長さ9.6cm。

128は柾口町仮材を加工したもの。上而町中央部分を繭〈のこし木口方向に次第に低〈削り，

下面は平滑に削り冊而形は山躍になる。尚い部分のわずかに一端に片寄る位置に切り3尽きをb、

れ，両端に上聞からll'iしする。 孔に木釘がのこるので 1 出3の材に闘定したよ うであ否。長さ ・

7.8cm，高さ1.2cm，幅O.9cm。切り火きの嗣1.Ocm，揮さ1.Ocm。

ぞ c 柚のある部材(]29-132) 材の両端に刷をつくりだすものと，二個の部材とを 結合する

材 届い納があ 00

129は駐日の渦平角材の両端に柄をつくり l 中央部分のー岡田から半円形のくりかたをいれ

る。両端の柚は表裏とー側面の三方から盤で加工したもので，抽の中央には表裏に貫通す否門 拳

孔を錐で穿つ。桶の把手のような部材かもしれなb、。材は著しく胸曲している。長さ約 28.0 

cm，幅約 !.4cm，早さ*，:.I2.3cm。柏の長さ約3.0cm，幅約2.8cm，厚さ LOcm。円孔の阻怪泊

0.7cmo 130は紅白の踊平i!JUの両端に納嵐の加工をほどこした材。両端を両個面から斜めに
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削って担分身幅を~くするにとどまり，身と柏との聞に明聞なml.tな L 、。長さ 27.9cm，幅3.3

cm.厚1.3cm。柏の長さ約4.5cm，最小の相2.5cm。

131・132は別の部閣に埋木して用いる匝い柄である。 131は長方静の木札の上半を削って酬

をつ〈り，埋木する下半には租い割り而をのこす。長さ 7.7Crn，相4.lcm， }~J. さ 2.4cmo 柏町

*長さ 1.5cm，鯛3.4cm，厚さ1.3cmo 132は木札の上下を 2分する位世に刻組をいれ，上半を柏

としド半を樫木ヲる。すなわち，刻線から上部は各被に而J&りをほどこし入企に削る。これに

対して下半の削りは岨L、。長さ 7.8cm，相4.9cmc，厚t:¥. 9cITl。服い刷は現在までの尭掘調査

では，井戸枠の自信吉材に用いていあ剖が多くしられてい否。上述の附例もそうした用途に供す

るものである。

事 d 丸悼(133.131) 角材を目]っ亡丸隊にしたもの。それらは， 小断片に切断されたり， まるぼう

縦割りの半検丸障としてのこ り，完形をとどめるものはないが!いずれも節をさけた良質のヒ

ノキ材。いまは，それらのなかでやや原形に近い 2例をえらぶ。

133は一端を 2次的に!'I:断した丸待。旧木口面は入品に削り，柑の盟国にはかなり長い削り

あとがのこ否。附面は楕円形に近も、。旧木口固から内よりにー孔の向孔が貫通しτいる。角孔

・は俸の長僅の中央から穿ち.ilが方形であること，上から下に向けて孔が次捕に嗣くなってい

ることから，本来は釘づけ喜れていたこ左がフかがわれるロ物干のようなιのだろうかo !地点

の長さ48.2cm，長在3.(}Cm，恒産2.4cm，向，[の般大幅O.5cm。

134 (， 133と向じ町り町長い丸障であるが，多少l'<なる。すなわち，丸俸の 端に層減した旧

木ロ耐をとどめるが，対応する他端は畳分幅をひろげ杓子状につ〈る。この部分は損障をうけ

・原形告しりえないが， 現状での形は「訴のfJを大型にしたようなものである。現存町長さ

77.8cm，丸修部分の怪乙 7αn.先端突起の帳3.6cm， J!Jさ乙 lcm。

e その他の部材(135-144) 135--140 はくさび形の部材。長方形の担lい割り而をとどめる 〈 さぴ

材のー端を両国から削って，斧D"Ji状に加工する。長知大小の韮はあるが，いずれも周自的な加

工にとどま答。刃にあた。部分や顕頂部分にはWl若なも，用叫跡はみとめられなむ、。法隆寺金堂

.の柱には， くさびを打込んだものがあ2ιとから。これらも木材を削る際に用いた可能位がつ

よも、。ヒノキ材。倒々のt去最は l'ab.17のとおりである。

141・142は杭の倒である。杭は広葉闘の自黙木の先端を尖らしたものが多〈。大小Eまざま 〈 い

のものが出土している。しかし， 多くは原形をとどめていなL、。 141は散少ない完形品の 1例

であって小型である。樹皮をとどめ各桂木を用いており， 先端を晶証状に削っている。長さ

・ 27.1cm，直佳的2.2cmo142も同じ円りのものであるが，先端の附り部分には切込みをめ〈ら

している。上部は折倒している。現直の長さ 16.8cm，直佳約 2.8crn。

資制得勾| 3を さ 畿大制 位大厚 1<3は細阪を木町でつないだ闘である。拒の いた ・〈ぎ

J35 11. 5 4.3 1.3 両側面に 4本と 3本の木町畳間同高不定で埋めこ

136 11. 7 1.9 1.5 んだものである。長さ20.4cm，制1.Ocm，厚さ
13' 10.6 3.0 2.3 

138 19.9 5.0 2.0 O.6cmo 

139 19.0 4.2 1.2 144は割り裂きをのこす甑日の桓2枚を横に
140 12.日 5.2 1.5 

単位 cm 13) U、内刑司g保存'1111会 『法附寺園'"保存工事

TaIJ. 17 (さぴ形木~ ，p"の法;町 制告国主法腕1令~tJJlI\ '[1f下報告，~ 1956年.
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連続するもの。 木口と倒而に原形をとどめ1 他は 2次的な加工をおこなう。原醇をの乙す木

ロ函は外問す否弧形縁にmり，側面の緑も部分的に弧状に削る。周韓には3孔を穿つがj それ

らはいずれも錐を用いず刃先で穿ったものである。側艇の 2孔はー対となり v 木口融の 1'Ilも

木来は一対となって描能するのであ忍。おそらく ，甑に枠状の材をあて穿孔部分で，紐などを

用いて周定す否のであろう。最大の長さ47.5<:m，現存の幅16.4cm，厚さO.5cm前桂。

高用途不明木製品 (PL.73) 

木製品としては完企な形睦をとるが1 現段階では用途を推測しえないものがある。

ふ だ a 利L形木製品(I45~147) 軒目の木片を札形に力 工したもの。 3点出土。 145. 146は両而を

* 

平滑に削り 2側面に接する回躍を而収り Lて断聞をm門野に近い形にする。 両端木口は両側

面から斜にそぎ 3角形にする。 ζの場合一岡田からの削りが揮し全帽の約 3/4に達し，他事

側面からの削りは先制をそ〈寵度で，平岡形はむしろ台形に近む、。 145は長さ 10.0cm，軒 2.8

cm，厚さ Llcmo14.6は長さ 9.7cm，幅 2.7cm，厚さ1.Ocmo 147は両端の形が少しことな

る。すなわち木口町両棚田からの削りおιしと長さがほぼ等しし両端は剣先枇になる。他の

部分は前の 2聞と同じである。長さ8.9cm，幅1.9cm，厚さ0.7cm。

せんこう仮 b 穿孔掠(J4か】151) 小木片に芸車を貫通する敢闘の穿孔をおこなったもの。 4点出土。 事

148は平面形が細長い結円形の小鹿に縦，1)の穿孔をおこなうものo'J、根片を両而から両側緑

にかけて部〈削り，両端を半円形にする。また材の中央には，錐をもちいてたてに5'll穿って

いるoJをさ6.7cm，幅L6cm，故大の厚さ仏 4cm。孔の包約O.lcmo 

149・150:(，小木臣に縦列の孔を穿つものであるが，148とはことなる。 149は断面が中日のカ

マオコ形で，両端木口は直裁由。その中央で木理方向に 4引しをあける。穿孔は焼火箸のょっな *

もので両国からおこ伝い，孔の内聞は焦げ口、る。現在。孔にそって縦に割れ半分を火失。長

さ4.1cm，現存の軒0.8cm，厚さ0.4cmの孔の置佳約0.4cmo150も149と同じっくりで，中央

に5孔を縦列にL，現主匡縦半分を火失。 長さ5.7αn，現存の相0.9cm，品大の厚さ0.3cm。
'" .， ¥ ... 

穿孔木置のフち， 149.1叩 は焼火箸のようなもので穿孔するのでj 一見!火鎖臼のような

形態をとる。しかし孔の位低をあらかじめ刃物で窪ませていないこ と，'ILが側而にそって穿孔*

されていないことから火鎗臼とはいいがたb、。

151は楠円形に近い木絞に，鼻緒孔のような配世で孔を穿つもの。草材の両端木口舌直線に

L 両側縁を外反りに削って平面形を小判形にととのえる。較は幾分一方に反り気味で，中央

部分を厚〈側掃を薄くする。一方の木口轄の中央に 1'Ilを穿ち，両似韓の中央にそれぞれ離方

向に描えて 2干しー対を穿つ。穿干いま錐とおもわれるが，紐ずれの痕跡はなし、。ヒノ今舵目板。 傘

下駄の形J，であろフか。長さ 12.9cm，幅6.3cm，最大の厚さ 1.0cm。

えんぱん c ，J、円板(152-1.55) 板材を円形に加工したものo 周縁の 師に摂起をつくるもの， 19板の

中央に孔を穿つもの，孔を穿たないものがある。 4点出土。

152は柾目の小円板に，時状の突起をつくり，門駈の中央に円孔を穿つ。恒佳 3.5cm liiI{炎!

厚さ O.4cm。突起町長さ O.9cm，幅O.6cm。円孔直佳約 O.6cmo1日は佐目の板材からつくる 事

小円軒。正円でなし若干，楕円形に近b、。長僅4.0cm，短荏3.9cm，厚さO.4cmo

「口 五斤J 154も柾目の厳材からつくる小f1J版。転用材を問い。整形す各 面には 「口五斤」の掛告が
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あ6。他面には製材時の割り而0・のよる。円板町周離には法をつけ， 断面は周平な台形6こ近

い。直径5.4cm，厚さ 1.lcffio 

155は上述の諸倒と鍵なるが， 便宜的に乙の項をいれる。広聾掛町小木片をもちい否。平面

需を間円につ〈り，その倒周に珊線をいれ一同させ上田を浅く臨ませた大E状の加工品。長怪

• 1.8cm，矩佳1.3cm，最大の厚さO.8Cmo

d えぐりのある木製品。同-158) 156は嗣匝材を左右対弥形に1m工したもの。叡材の両

叫躍にそれぞれ 3儲のV字形〈 りかたをいれる。 上端は円問形につ〈り !以下のくりかたも向

をおとし，上部は小円肢を 3悩連結した形状になる。下部は耐側躍をそぎおとし， 剣先状に

す呂。ヒノキ征目躍材。長さ22.6cm，最大幅3.7c01，紋小相1.3cm，fJさO.5cmo古内の他地

. 13:から尭且した「削 り掛け」のなかにはj これと知似するものがあ答。 156も「削り掛け」の 削り梼け

一ifsに〈わわる可能性があるが，その形態は特異である。

157も極材を左右対称形に加工 LI二6の。両端木IJを木諜形にかたどり，両側躍におのおの

2酬の v~(~Jfj <りかたをいれ，中央部分を鋸筒形の対象形にする。上面中火に縦占向の摘をと

おし，上下旬〈りかた付近の鍋tから 2個の円孔をあける。門孔は離をもちいずa 両面から甜

・利な刃先でくり'"、たもの。現品では木l'I!に添って離方向に 21庁し，一半町一部を 2次的に削

りと否。ヒノキ般円材。長さ12.Ocm，最大幅3.1cm，最小幅1.2cm，最大町I亨さO.7cm。用途

は決めがたいが， ~.ieAにふ〈められi5かもしれなも、。

158は長方野の桓材を加工した もの。 下捕は両而から刃物をいれて直線に切りおとす。 上端

は斜めに切りおとし，その下部町一醐固からV字形の〈りかたをいれ騎1止を呈する。〈 りかた

・ をいれる側而は直線にするが，他側面は，哩分か内問気味に出〈削りこんでいる。ヒノキ紅白

の一種か

材。長さ 12.2c01， ~ 1. lcm，厚さ O.8cmo鳥か隠の形をあらわした嗣似品が他の追跡から尭 形代か

且されてお り ，食倒も鳥形ないしは馬形である可能性が大きし、。

e 柄状木製品(159) 角俸の小片を加工Lたもの。棉材のよ半は断削葺形にととのえ，下半

分は和1削りのままの北官。上端に嗣めの舌状の突出をつ〈 り1 この拠出部分に 2条の剖組をめ

・ ぐらす。下端の同断は粗(，ー而から切りこみをいれ 0)ζ りを手で軒り火(，舌状の突出部

分になにものかを装着したのであろうがj 現在装着の痕跡をとどめなb、。良さ 11.8cm，幅1.0

，m，瓜さO.7cm。舌状突出部分の長さO.5cm，幅Q.5cIll。

f 十字路木製g野山曲〉 板材から十子JfJの木世を.n工したもの。材は舵目の叡材で，材理に 十 字 形
木 製品

斜吏する木どりで，十三子三野に 4枚を剖りだす。各桂は断而 6-8辺の多而形にっくり，各校の

・先端は直椴面を2する。長さ9.2cm，幅9.1cm，厚さO.6cmo 技巧帽1.Ocm前後。

g 依子陪木製品(161) 租割り両をとどめる柱状町小角材を加工した 6の。断聞を正方磨と さいころ形

し，両端は角錐JfJにする。長方形の 4面には，木理を横断する割線をいれる。剖線は合計四本

あり本と 3本 2本と 6本とをそれぞれ相対する面に配る。 ー輔の世子であろうか。この

極の木出は他地区からも出土しているがj それらはし、ずれも 1:本と 3本 2本と 4本の剖線を

・相対する而に配ってお り， この間とはこと なっている。長さ5.3口町輔O.95cm，厚さO.85cm，

h 柱状木製品(162. 163) 162は角材を加工したもの。材は断耐1EJj陪に近い柱状角材で，丙

柑木口はi1I椴回。 側而の四後'1'央部には円笥す否浅い弧状のえぐ りをいれる。長さ14.3cm，

相 5.6cm，厚さ 4.7c01o163は踊平な角材加工品。断凶j見方形に近い角材で，側而と両面が接
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〈 し 形

する各段を而車りする。上端木ロは山野に削 型式 |資料相| 長さ 続大幅

り，下端木ロは輯で切断して直苗面にする。ー 1&1 27.8 1.6 

面では下端から上端にか吋て薄〈削って厚さを A 165 2s.2 0.9 

166 U.4 1.4 
減じている。山野町木口の各後に磨滅痕跡があ

B 23.6 1.4 

る，J<さ 11.2crn，幅4.7cm，厚さ2.3Crno
25.5 1.4 

1I'Jl:j木製品(16-ト 169) 悼状捌材の先端を
C 

169 〈却唱。) 1.6 

4たらしたもの，先端を踊平に して理状につ〈も 11¥10:【 〉は御原fS.H値

の問者がある。 ここでは身の断面形が A長ブ}
Tah. 18 111形木製品の法鼠

甜‘B円M，C半円静を呈するものに区分し代表冊をあげよう。なおいずれの木器に も先端に

闘車~!真跡をとどめる。

八型式(16ト 1師〕 師恒材を加工したもの。 b、ずれも上端は切りおとしであるが， 164' 165 

は下端を針先状に鋭〈尖らし， 166は踊平な剣仇状につ〈る。 Il型式(167)は丸梓からつくる。

上摘を紅綾田とし，下端は次第に師〈尖らし，円錐状を号する。 C型式(L6B.169)は断而半円

躍の線材からつく Qo168は上端を切りおとしているが， 169は上部焼失のため不明。下端はい

ず札も 167と同じ〈円錐形に尖らす。

C S K2101他出土木製品 (PL， 7'1. 77) 

こζで，中区東半部東端近く (6AAO区0地区〉の土繊SK870，同府軍半剖川『ほど (6AAQ

区G地区〉の SK2101. SK2102 . SK2104，中区東半部 (G地区)の井戸 SE2128， 同区西半部

Jl!端近< (6AAQ区M地区〉のS巳2278から山土した木製品をー柄してあっかうことにしよう。

• 

1・

1・

盟組にもえらんだように，これらの うちSK2101の山土品が最も多し、。なお，SK870においては牟

平賦出Vの土鼎， SK2101においては平域別mの土保. SK210Zにおいては平波刊 日の土椋，

SK2128においては平波宮Vの土禄を件IHしており， それぞれの木製品の時五1代を想定できる。

服飾具 (PL.74) 

げ た a 下駄(170) 平面形が隅丸長方野町下駐。粧臼の材からつ〈 り， 木古昔台の上而にし，

周臨には而取をほどζすo1iiは連留で台を撃でくりぬし、てつ〈る。台上には3孔の鼻緒孔を雑事

であけ!前曹は右にかたよる。足型の指やかかとのあたる部分が磨滅し，県陪ずれが顕著で，

桂鳴の省よりから台の下両佳端が著し〈陪tHていることなど， よ〈世用されている。長さ

22. lcm，相9.6cm，最大円高さ3.0cm，台の厚さL3cmo SE2278出土。

日 祭杷共 (PL.74) 

かたながた a 刀 形(171) 嗣板材からつくる。全長の約半分を刀身とし， のこりを制にする。刀身'

には刃と嫡と刃先をつ〈る。柄は四陸を事1<部取りする密度。 ヒノキ板日材。長d22.4cm，

最大幅1.9cm，故大の厚さO.8cmoSK2101出土。

けずりかけ b 削り際け(1η -175) 172-173は垣間形務阪の下拙を尖らし，上端を圭町状にかたどり，

ill'sの両側蹄に削り掛けをいれた もの。 172は板岡村， 下半欠失。現存の長さ 18.Qcm，腕2.5

cm，厚さO.2cmo S E2278出土。 173は粗割り面を夜型にとどめる板日材。長さ 14.0cm， 相事

2. lCrn， 1事さO.2cmo S K870出土。
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174は，やはり晋甚に割り而をとどめる嗣蛭材をるちい答。現却では頭部を折損するが，下

端は両0・から鋭〈削って尖らす。現長16.6cm，相1.5cm，厚さO.6cm前能。 SK2101出土。

175は上述倒と ζとなり，割事事材からつ〈る。断面 3角形の梓材で，先端を尖らす。身個町

一様には， v-7・形のえぐりをほ担等間隔に 4個配する。蹄材3而のうち2面には明り面をのこ

・すので 2次的bll工をうけている可能性もある。長さ 15.2cm，最大幅O.8CmoSK2101出土。

176は削り掛けと形状をことに し，用途も乙となるとおもわれるがp 一応この項にまとめて

おく。上部を細亜の状閣でのこし，下部を僧針のように細〈する。上捕は折闘のため不明。長

さ15.5cm，嗣1.lcm，厚さO.4cm。ヒ ノキ匹目材。SK870出土。

刷工 具 (PL.74 . 77) 

• a 木針(177) 征目の嗣車材からつくる。頭部は直線に切りおとし!先制は荷側面から は り

削って尖らす。頭部に針孔をあけるがI それは刃物司先で〈りぬいたものである。 SK820出

土の木針と基本的には同じであ否が，本倒のほうが幅広である。丑さ 9.4cm，相1.5cm，厚さ

O.3cm，針孔長桂約1.5cm，短径約O.7cmoSK2101山土。

b 火綬臼(178) 材の両端は折損。細長の角俸を用い，一側聞は割り而をとどめるが他冊ひきりうす

事而では上面に怨する控を面取す否。日孔は而取りのあ否倒睦に 8個，他醐揖に i個ある。臼孔

は掴鉢躍を呈し，内田は主主げ，日孔にそう岡田には剖み日をいれる。続日材。現仙の民主 19.1

<m，幅 2.1cm，用さ LOcm。孔の直在的1.lcm，揮さO.7cm前桂。 SK2101出土。

c 古口形木魁6tl(l79.1田〉 俸の端に完関の木片を蹄形に直で結びつけたもの。工具とす とび〈ち形

る積極的理山はないが， 一応この項にまとめておく。

'" 179は茨而に樹庄をとどめる長手町自然木を柄とする。身は白然木町一端を杭状に削る。柄

は自然木の本の方を柄元と L.末の方を柄尻とするがp 身は楠元で桐In:の方向に約45度傾け直

で縛って固定す益。柄の長さ 106.2cm，直径3.1cm前桂。 11の長さ20.7cm，iff崖3.0cm前後。

SK2104附 iニo 18Cも珪聞に樹皮をと どめる長手の向れjくを柄とする。柄は木の2与を柄元とし

末の方を桐且とする。柄尻は折t貨のため不明であるが，楠元は斜めに大きくそいでlu先状仁尖

・らしsらに木口から裂け目をいれる。 ιの裂け伺に自然木を縦に 4分割りした尖AAの木片を柄

に対して直角に狭みこみ!直を巻きつけて岡定する。柄却の現存の長さ 92.8cm，直佳 O.3cm

前後。身の畏さ7.2cm，長佳2.3cm，担在1.5Cffio SK2104出土。

i¥'世僻骨量くPL.74) 

a 匙形木製11i'1(181) 身の先縁を直線にするA型式の匙静木容容である。仕上げは良好で，録 さ じ

・を量先状につ〈る。ヒノキ板目材。長さ 19.Qcm，身の幅 2.2cm，厚さQ.4c加。柄の幅 O.7cm

前峰。厚さO.5cmoSK870出土。

b 杓子形木製品(J田〉 身の先縁を半円形につ〈るB型式の杓子である。柄を折担L，身 しゃくし

部のみ。 副都から11のー而を削り先躍に向けて次第に静〈つくるロヒノキ紅白材。割存の長

さ16.5Crn，身の開4.9cm，厚さO.5cm前能。柄の幌2.0cmiiij{長。原さO.8cmoSK2101出土。

• < 符(183) 折制した警が SK2101から多数出土 し亡いる。原市をとどめ6ものは少ない は し

が!いずれもヒノ 4の制り材を削る ιので，SK82C町場合と )nJじである。
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V 容 指 (PL.74) 

ふ た a 蓋形木復(184. 1白) 円形町木亜で 2点あるロ 184は現在腐蝕が進行しており，群細不明

であるが，草日材からつ〈り，木裏面の周縁に法をつける。臨罷11.0cm前挫，厚さO.7cm前

能。 SK2101出土。 185は全体の前1/3を欠失。軒目材をもちも、， 附緑の削りは組〈正円にな

らなし、。直毘21.Ocm前後，厚さO.7cmoSE2128出土。 • 
まげもの b r1h物容稼(186.187) 側匠は細Jtをとどめるのみである。 ltilZと琵置が各 1枚ある。

庇桓(I師)はヒ ノキ紅白材からつ〈るB型式の底甑である。JIi!蝕のため木釘穴の有無はわか

らなし、。直径 17.0cm，厚さO.6cmoSE2128出土。畳旺(107)はヒノキ征目恒からつ〈ってい

る。相暗と腐蝕たのめ若し〈原形をそこなうが，周縁の2個所にとじ孔と陣庇をとどめる。下

而には刊百の押正副跡とIt描きの円弧とがのζ っている。平商陪は正門ではなく小半 形になっ事

ており ，SK820の幽特容器韮板には類例をみないものである。時間のうちにないものである。

世間長在16.5cm，甑原短在日 5cm， 厚さO.5cmoSI<2101出土。

ふ ね c 桝(I聞〉 ヒノキの割り材を〈りねいた槽。 材は桓同の向材で， 樹木にとり木表を上而

lまぞもち

節"

にす否。両端木口は手斧で粗〈削り，両側面を平前にととのえる。下而の凹棋はともtこ面取り

するが，両端の木口の下部は内方にむけて斜めに削り，下而は船底形を呈する。平而形が平行*

田辺形のくりぬきを上国からいれて〈ぼます。内面の四盟は法をとるが，と〈に木口面の桂は

長〈車内刃痕をとどめる。器壁の 4聞には藍で4孔を穿つ。 3孔は外側面から内而の 3隅に貫

通孔は上回の一端から外冊面に貫通する。孔の内閣には粗〈僻l慨する聾の刃嗣をの乙す。

梼の内而には磨耗痕跡があり，かなり世用主れていあことがわか答。最大の長さ 62.8cm，幅

21.1cm，向さ1O.0cmo8K2102出土。

引 開i 材 (PL.74) 

a 柚穴のある角材(I田〉 柄穴をとどめる材は散点あ奇がj いずれも臨損 ・腐蝕が著 しし、。

189は比較的よく旧状をとどめるもので，七十字ちの角材に表高にft過する柚穴をあけてい否。

現在，相穴の部分から 2次的な町断をうけており，これに対応する木口も畠で削りとられてい

• 

Oo 現存町長さ約13.0cm，相5.4cm，1'Jさ3.0cm。柚穴の輔2.5cm前能。 8K2102出土。 キ

b 約のある部材(190.191.193) 190は踊平な角材町一端に柚をつ〈りだしたものである。

柚のあけ方はよくわかり材の表裏からまず鋭で切り目をいれ，木口から堕で打欠いている。柄

をつくらない木口而は揮で切断して平滑にしている。長さ 28.9Cm，幅 4.lcm， 厚さ2.3cm。

柏の長さ1.9cm.厚さO.9cmo8K2101出土。

191は細長町富材からつくる。 2次的な加工をうけてい否ら L<両側面は割り面を呈Lてb、会

る。現状では制圧の駈材のようにみえるが，両個画にのこる削 りの状配から長方形の材の両端

に柚をつくっていたことがわかる。それぞれの納の中央には，践でブ'j}協の孔をあけ否。ヒ ノキ

板R材。長さ29.9cm，現存の幅3.3cm前桂，厚さ1.Ocm，納の良さ*'-J4.0cm，軒3.3cm前後。

ブJ孔の一辺1.0cmo8K2101出土。

192は厳術には柄と しがたb、。両端を鋸で同断し!両側而を務1<削った制民の粧材をもちし、.

両端のー側面の木n付近を浅〈削りとって柚凪につ〈 る。この部分のほぼ中央には茨寓に世通

ずる円孔を鍬であけj 孔には木釘をのこすol-iE U材。長さ 28.0cm，相 3.9cm 1iij後， j!Jさ1.1
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cmo円孔E置O.6cm，円孔の心心の長さ23.0cmoSK2IOl出土。

c (りかたのある恒092. 194) 2点とも同陪 ・同大である。 192は完M.194は破片であ

否。 長方形の桓を杭木にと ってつ くって~ 'Q。両端を僻で~J断したのち，長辺の 2 陥に約 114

同町〈りかたをいれている。平副形は斗貯の側而形に似る。〈りかたをいれない側縁に錐で 3

・個の円孔をあけ <;0 1孔を中央にあけ.2孔をその左右に同一間隔をおb、て誹ってb唱。板間

材。長さ29，OCrn，相14.9cm， 厚さO.9cm。門干しff:O.8CITIo 2孔聞の心心の長主的 12.3cm。

192はSK2102出土。 194はSK2101出土。

d 切り欠きのある木片(19.β196) 柱覗の小木片の個面中央に切り欠きの冊をまわす。割 切 り欠き
あ~木片

り材からつ〈る九綜を2次的に加工したもので丸俸を揖で輔切り にし， 縦に 4分割した Ufo

.片は断面を扇形にする柱状の小片で，中央部分の各躍にV字形の切り欠きをいれ，櫛状に周

続さす。 195.196にはおのおの割り而が合軍する側面があり，上亜のように同一丸停から加工

したことがわかる。長さ7.4cm，幅と厚さ1.4cm目"後。 SK2101山土。

e ログロ扱き木村(197-201) ログロ加工の釆成品と材のー部に加工痕跡を とどめ るもの ロクロ ぴ

がある。いずれも広葉樹材。すへてSK87QからIH土した。

・ 197は円住形の一端木口にロタロの加工而をとどめる。木心をさ吋た材の価問を木理方向に

削って柱状形にする。 一端の木口は直哉而とし!地端木Hをログロでひ〈。同心円を呈するメJ

叫 ロク ロ日は，約lCm の軒で木口面の外縁にめ くり!外'")Jに向って幾分臨斜L 中央部

分にはログロ日がなく削って切断している。高さ4.2cm，直sH.Ocm-4. 5cmo SK87Q出土。

198は断而が円形に近い多面形柱状材にロタロ 目をのこすもの。木心をさけた材の醐周を木

・耳!方向に削って阿佐形にする。一樹木口は酎で切断Lたのち削って直敵国とし!側周に接す忍

木口の躍は而取りするo 他端の木口にはログロ 11をのこし，木口面上と水口側韓に同心円状の

ログロ目がある。倒縁のログロ目は木ロに対して斜めにひき，木口面の直笹を届める。木ロ耐

の中心にはログロ自治、な〈胴状の突起がのこり，その先端には折火きの叫跡がある。高さ9.0 

cm.直荏4.0cm前後。中心突起直在的i4cm，L7さO.2cmoSK87Q出土。

• 199は木口而を表裏にする門車状の材である。企体に腐蝕が進行l.原帝をとどめる部分は

少生b、。恒りにロクロ 目をのこす而を古面!のζ さない面を誕而と するならば，表面は外語と

中心部分を開くのこし，その中間はド}ナツ状の世」、 〈ぼみになる。裏而は腐倣しているが，

もとは平滑に削っていたようである。直佳 8.......9cm，最大の厚さ2.5cm。

200は木心をさける柱状材を加工 l.上下を木口而とすあ円柱形のもの。現状では担慣が著

・ し(，円周の的 115円をとどめ6にすぎなし、。上下の木ロ而は府蝕L 加工状況不明。側周に

は木涯にE吏するログロ阿がある。担原直需12.2αn現状の日さ4.5cm。

201は腐蝕のため外形を担す dが，上下面を木口とする円柱状の材であるロ 一端の木口は卒

じて原形をとどめ，平滑な面になっていたことがわかる。対応する他端本口からは，砲卵形の

くり向きを ロタロぴきl.門筒形に仕 Hずる。外国は腐蝕しているが! 平滑な木口仁接する側

・周を一位太〈する。最大直ff5.2cm，現状の尚さ1O.2cmo<り向きのE笹 2.8cm。

以上の諸問には製品としての完形品はなb、。しかし. 199は中じにつまみをつくる華町来''''

Aれともかんがえられ， 19E・197はロクロ でひきのこ した木屑である可能性がつよし、。 それらが

SK870に集中しており，その近辺にログロびきの工房の存布を想定する ζ とができる。
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